
福岡空港滑走路増設事業に係る

環境影響評価書（案）について

第５回 技術検討委員会資料

資料２



対象事業の内容 1

○対象事業の種類： 滑⾛路の新設を伴う⾶⾏場及びその施設の変更
○対象事業実施区域の位置： 福岡県福岡市博多区（下図参照）
○対象事業の規模： 増設する滑⾛路の⻑さ２,５００ｍ
○⾶⾏場の利⽤を予定する航空機の種類及び数：
・将来その1(平成39年度)：⼤型ジェット機122回/⽇、中型ジェット機35回/⽇、⼩型ジェット機274回/⽇、

プロペラ機77回/⽇、 回転翼機2回/⽇、 ⾃衛隊機等18回/⽇

・将来その2(平成47年度)：⼤型ジェット機135回/⽇、中型ジェット機36回/⽇、 ⼩型ジェット機304回/⽇、
プロペラ機81回/⽇、 回転翼機2回/⽇、 ⾃衛隊機等18回/⽇

新設平⾏誘導路

増設滑⾛路（2,500m）

▼福岡空港滑⾛路増設事業実施区域概念図

現滑走路 ２，８００ｍ×６０ｍ

増設滑走路 ２，５００ｍ×６０ｍ

<主な⼯事内容> ○⼟⽊⼯事（⽤地造成、滑⾛路整備、誘導路整備、エプロン整備 等）
○照明・無線⼯事（滑⾛路灯⽕、誘導路灯⽕ 等）
○ターミナル施設等整備（貨物地区整備 等）

※各整備は、現滑⾛路による⾶⾏場施設の運⽤を⾏いながら段階的に施⼯

滑走路間隔

２１０ｍ

：対象事業実施区域
：主な施設整備箇所
：施設の移設整備箇所
（空港監視レーダー（ASR）、
ターミナル施設等、⾃衛隊等施設）



環境影響評価の項目 2

凡例 ◎：主務省令参考項目 ○：福岡県参考項目 □：福岡市参考項目 ●：既存環境影響評価書参考項目

影響要因の区分

環境要素の区分

工事の実施
土地又は工作物の
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環境の自然的構成要素の良好な状態の
保持を旨として調査、予測及び評価され
るべき環境要素

大気環境

大気質

窒素酸化物 ◎ ◎ ◎ ◎

粉じん等 ◎ ◎

浮遊粒子状物質 ● ● ● ●

騒音 騒音 ◎ ◎ ◎

低周波音 ●

振動 振動 ◎ ◎

水環境 水質
土砂による水の濁り ◎

水の汚れ ◎

土壌に係る環境
その他の環境

地形及び
地質

重要な地形及び地質

生物の多様性の確保及び自然環境の体
系的保全を旨として調査、予測及び評価
されるべき環境要素

動物
重要な種及び注目
すべき生息地

陸生動物 ◎ ○

水生動物 ○ ◎ ○

植物 重要な種及び群落
陸生植物 ◎

水生植物 ○ ◎ ○

生態系 地域を特徴づける生態系 ○ ◎ ○

人と自然との豊かな触れ合いの確保を旨
として調査、予測及び評価されるべき環
境要素

景観
主要な眺望点及び景観資源並
びに主要な眺望景観

◎

人と自然との触れ合いの活動
の場

主要な人と自然との触れ合い
の活動の場

◎

環境への負荷の量の程度により予測及
び評価されるべき環境要素

廃棄物等 建設工事に伴う副産物 ◎

温室効果ガス等
二酸化炭素 ● □

その他の温室効果ガス ● □

一般環境中の放射性物質について調査、
予測及び評価されるべき環境要素

放射線の量 放射線の量



目 次 3

１. 準備書に対する知事意見及び事業者の見解（案）

２. 準備書に対する一般意見及び事業者の見解（追記）

３. 予測の前提の一部修正に伴う環境影響検証結果（概要）

本資料に掲載した地図は、
国⼟地理院⻑の承認を得て、
同院発⾏の5万分1地形図及
び2万5千分1地形図を複製
したものである。（承認番
号 平26情複、第436号）



4



福岡県知事意見の概要 5

区 分 意見数

全般的事項 ３

個別的事項

1.航空機騒音 ３

2.環境監視調査 ２

3.防音壁 １

4.廃棄物、再生資源の使用 １

○ 意見の提出 ： 平成２７年５月１４日

○ 意見の総数 ： １０意見

○ 意見の内訳



知事意見及び事業者の見解（案） 6

知事意見： 全般的事項 ①

本準備書で示された予測、評価及び環境保全措置は、今後20

年先の将来の状況をも対象としている。このため、それまでの

間に予測の前提条件や事業に関する事情が変わること等により、

環境影響の内容・程度が予測と異なった場合には、その状況に

応じ、適切に環境保全のための措置を講じること。

事業者の見解（案）

環境影響の内容・程度が、予測の前提や事業に関する事情が

変わること等により予測と異なった場合には、社会的・経済的

要因に配慮しつつ、必要に応じて、適切な環境保全のための措

置を講じる。



知事意見及び事業者の見解（案） 7

【第9章 総合評価】 環境保全措置の取り組みについて追記

評価書での記載（案）

評価書（案）準備書



知事意見及び事業者の見解（案） 8

知事意見： 全般的事項②

本準備書は、対象事業の性格上、大量のデータ・資料をもと

に専門的なレベルの内容として取りまとめられたものであり、

一般の地域住民・県民がその内容を理解することは必ずしも容

易ではない。このため、特に、予測の条件及び結果、環境影響

の回避・低減等に係る環境保全措置等について、評価書におい

てできる限り丁寧に記載すること。

事業者の見解（案）

評価書の内容の理解に資するよう、以下を追加記載する。

○予測の前提 ：基本的な考え方を追記

○予測結果 ：環境影響の変化を具体的に追記

○環境保全措置：環境影響の低減に資する空港周辺環境対策

事業について追記 等



（記載無し）

知事意見及び事業者の見解（案） 9

【第6章 6.1 予測の前提】 予測条件の基本的な考え方を追記

評価書での記載（案）

準備書 評価書（案）



知事意見及び事業者の見解（案） 10評価書での記載（案）

準備書 評価書（案）

【第6章（航空機騒音）】 環境影響の変化を具体的に追記



知事意見及び事業者の見解（案） 11

【第6章（航空機騒音）】 航空機騒音に係る環境保全措置等を追記

評価書での記載（案）

準備書 評価書（案）



知事意見及び事業者の見解（案） 12

知事意見： 全般的事項③

工事の実施に際しては、工期が8カ年という長期にわたるこ

とを踏まえ、その間技術の進展が見込まれる場合にあっては、

環境影響の低減に資する工法や建設機械の採用に努めること。

事業者の見解（案）

工事の実施に係る技術の進展が見込まれる場合にあっては、

社会的・経済的要因に配慮しつつ、環境影響の低減に資する工

法や建設機械の採用に努める。



知事意見及び事業者の見解（案） 13

【第6章（建設機械の稼働に伴う騒音）】 環境保全措置について追記

評価書での記載（案）

準備書 評価書（案）



知事意見及び事業者の見解（案） 14

知事意見： 航空機騒音①

本事業は、既設飛行場における滑走路の増設その他施設の変

更の事業であることから、現状の運用実態に照らし合わせた上

で、航空機騒音に係る予測手順や予測式等の予測方法の妥当性

を示すとともに、滑走路増設後の航空機騒音の変化を分かりや

すく評価書において記載すること。

事業者の見解（案）

評価書において、以下を追加記載する。

○航空機騒音に係る予測方法の妥当性を追記

○滑走路増設後の航空機騒音の変化を具体的に追記



知事意見及び事業者の見解（案） 15

【第6章（航空機騒音）】 予測方法の妥当性を追記（１）

評価書での記載（案）

準備書 評価書（案）



知事意見及び事業者の見解（案） 16評価書での記載（案）

評価書（案）

（記載無し）

準備書

【第6章（航空機騒音）】 予測方法の妥当性を追記（２）



知事意見及び事業者の見解（案） 17評価書での記載（案）

準備書 評価書（案）

【第6章（航空機騒音）】 環境影響の変化を具体的に追記（再掲）



知事意見及び事業者の見解（案） 18

知事意見： 航空機騒音②

航空機騒音の一層の低減を進めるため、航空機に係る技術の

進展を反映した騒音軽減運航方式の採用や航空会社に対する低

騒音型航空機導入の働きかけなど、航空機騒音の低減策を適切

に講じるよう努めること。

事業者の見解（案）

将来の航空機に係る技術の進展が見込まれる場合にあっては、

社会的・経済的要因に配慮しつつ、環境保全への観点からこれ

らを踏まえた運航方式の採用や低騒音型航空機導入の働きかけ

に努める。



知事意見及び事業者の見解（案） 19

知事意見： 航空機騒音③

航空機騒音が地域住民に及ぼす影響に配慮し、空港の利用時

間については一定の制限を設けて運用しているが、それを越え

る航行については、その状況、原因の分析を行い、当該課題の

改善に取り組むこと。

事業者の見解（案）

利用時間を越える航行を行った航空会社に対し、遅延状況の

詳細な報告を求めるとともに、その分析結果を踏まえ、課題の

更なる改善に向けて今後とも取り組みを実施していく。



知事意見及び事業者の見解（案） 20

【第6章 （航空機騒音）】 空港利用時間の制限について追記

評価書での記載（案）

準備書 評価書（案）



知事意見及び事業者の見解（案） 21

知事意見： 環境監視調査①

航空機騒音に係る環境監視調査については、その充実を図る
ため、調査地点の追加等を実施すること。

なお、実際の需要動向を踏まえ実施するとされている進入方
式の高度化の導入に当たっては、航行ルートを考慮した環境監
視調査を実施すること。

また、調査地点の追加等を行う場合は、航空機騒音の測定を
実施する自治体と事前に調整すること。

事業者の見解（案）

○調査地点を２地点追加する。

○実際の需要動向等を踏まえ実施する進入方式の高度化の導入

に当たっては、航行ルートを考慮した環境監視調査を実施

する。調査地点の追加等を行う場合は、航空機騒音の測定を

実施する自治体と事前に調整する。

・準備書 : 8地点（参考情報として情報提供する地点を含む）

・評価書(案):10地点（参考情報として情報提供する地点を含む）



知事意見及び事業者の見解（案） 22評価書での記載（案）

準備書 評価書（案）

【第8章 事後調査】 環境監視調査地点の追加等（１）



知事意見及び事業者の見解（案） 23評価書での記載（案）

準備書 評価書（案）

【第8章 事後調査】 環境監視調査地点の追加等（２）



知事意見及び事業者の見解（案） 24

知事意見： 環境監視調査②

環境監視調査の結果の公表については、県民に対し広く分か

りやすい情報提供を行うため、公表の内容、方法等について十

分に検討し、評価書において示すこと。

事業者の見解（案）

評価書において、以下を追加記載する。

○調査体制：具体の手順を追記

○公表方法：福岡県/福岡市ホームページ活用について追記

○公表情報：具体的な内容を追記 等



知事意見及び事業者の見解（案） 25評価書での記載（案）

準備書 評価書（案）

【第8章 事後調査】 環境監視調査の内容について追記



知事意見及び事業者の見解（案） 26

知事意見： 防音壁

航空機騒音に係る環境保全措置として実施する防音壁のあり

方については、地域住民の意見を踏まえ検討を行うこと。

また、防音壁は構造や材質等により減音効果が異なることか

ら、防音壁の構造等とそれによる減音効果について広く検討す

ること。

事業者の見解（案）

○防音壁の構造等と減音効果について幅広く検討を行い、防音

壁のあり方について地域住民に複数案を提示する。

地域住民のご意見を踏まえながら引き続き検討を行う。

○なお、地域住民に提示した検討内容は、評価書に記載する。



知事意見及び事業者の見解（案） 27

【第6章 （航空機騒音）】 防音壁の検討結果の追記（１）

（記載無し）

評価書での記載（案）

準備書 評価書（案）



知事意見及び事業者の見解（案） 28

（記載無し）

評価書での記載（案）

【第6章 （航空機騒音）】 防音壁の検討結果の追記（２）
準備書 評価書（案）



知事意見及び事業者の見解（案） 29

（記載無し）

評価書での記載（案）

準備書

【第6章 （航空機騒音）】 防音壁の検討結果の追記（３）
評価書（案）



知事意見及び事業者の見解（案） 30

（記載無し）

評価書での記載（案）

準備書

【第6章 （航空機騒音）】 防音壁の検討結果の追記（４）
評価書（案）



知事意見及び事業者の見解（案） 31

知事意見： 廃棄物、再生資源の使用

本県においては、第３次福岡県環境総合基本計画に基づき、

資源の再使用、再生利用等をはじめとする資源の循環利用を推

進している。本事業の実施に当たっては、できる限り再生資材

を使用し、資源の循環利用の取組みを進めること。

事業者の見解（案）

国土交通省においては、「建設リサイクル推進計画2014」等

に基づき、建設工事における再生資材の利用促進に取り組んで

いる。

本事業の実施にあたっては、第３次福岡県環境総合基本計画

も踏まえたうえで、できる限り再生資材の使用に努め、資源の

循環利用の取り組みを進める。



知事意見及び事業者の見解（案） 32

【第6章 6.12廃棄物等】 環境保全措置の追記

評価書での記載（案）

準備書 評価書（案）
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一般意見及び事業者の見解 (追記) 34

・航空機エンジン試運転場の民家側への設置は反対である。

事業者の見解（追記）

エンジン試運転については、福岡空港で必要不可欠なものに

限定することとし、試運転回数は、大幅に減少する設定としま

した。これを踏まえ、エンジン試運転場の設置は、取り止める

こととしました。必要最低限のエンジン試運転は、現在の実施

場所に近接するスペースで行うこととし、今後、具体の詳細を

検討してまいります。

一般意見： 対象事業の内容



一般意見及び事業者の見解 (追記) 35

【第6章 （航空機騒音）】 エンジン試運転場設置の取り止め

（記載無し）

準備書 評価書（案）



・7時頃発の便にあっては、アイドリング等はそれ以前の時刻

から行われている。

・7時以前の運用がありうるため、評価対象に組み入れるべき。

午前7時頃発の便におけるアイドリング等の騒音については、

実測データを用いて確認を行い、その結果を評価書に記載しま

した。

一般意見及び事業者の見解 (追記) 36

一般意見： 騒音

事業者の見解（追記）



【第6章 （航空機騒音）】 地上騒音について追記

一般意見及び事業者の見解 (追記) 37

準備書 評価書（案）



・22時以降の飛行禁止をお願いしたい。

これを守るための仕組み作りやペナルティー等の対策を検討

するとともに、行政による指導をお願いしたい。

一般意見及び事業者の見解 (追記) 38

一般意見： 騒音

事業者の見解（追記） ※知事意見：航空機騒音③に同じ

利用時間を越える航行を行った航空会社に対し、遅延状況の

詳細な報告を求めるとともに、その分析結果を踏まえ、課題の

更なる改善に向けて今後とも取り組みを実施してまいります。



・高さ15ｍの防音壁は圧迫感があり、景観上問題が大きいため、

設置に反対。

・高さを見直す等、近隣住民の意見を踏まえた見直しを行うと

共に、詳細な説明を行ってほしい。

一般意見及び事業者の見解 (追記) 39

一般意見： 騒音

事業者の見解（追記） ※知事意見：防音壁に同じ

防音壁の構造等と減音効果について幅広く検討を行い、防音

壁のあり方について地域住民に複数案を提示いたします。

地域住民のご意見を踏まえながら引き続き検討を行います。



・環境アセスで調査を実施した39か所でフォローアップを実施

してもらいたい。

・環境基準値を超えている地点が14か所認められており、騒音

対策等の実施後の、航空機騒音の事後調査を必ず実施しても

らいたい。

・西側に滑走路が増設されるため、西月隈へ常時の騒音測定箇

所を設けてもらいたい。

一般意見及び事業者の見解 (追記) 40

一般意見： 事後調査

調査地点を２地点追加いたします。

事業者の見解（追記） ※知事意見：環境監視調査①に同じ
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予測前提の主な修正点① 42

○ 主な変更点Ａ：既存の場内調整池の増深取り⽌め

○ 主な変更点Ｂ：場内調整池の新設、GSE置場の配置⾒直し

○ 主な変更点Ｃ：エンジン試運転場の設置取り⽌め

新設平⾏誘導路

増設滑⾛路（2,500m）

現滑走路

増設滑走路

：対象事業実施区域
：主な施設整備箇所
：施設の移設整備箇所
（空港監視レーダー（ASR）、
ターミナル施設等、⾃衛隊等施設）

主な変更点Ｂ

主な変更点Ａ 主な変更点Ａ

主な変更点Ｃ

整備内容の一部修正



予測前提の主な修正点② 43

○整備計画及び施⼯⼯程の精査結果を踏まえ、年次別の施⼯範囲を⼀部⾒直し。

8年次

7年次

5年次

4年次

6年次

2年次

1年次

3年次

a

p

b

b

c

a

d

e

a

f

gh

i

j
k

mn o

h

k
l mnj

c

年次別施工範囲、段階施工計画の一部修正



予測前提の主な修正点③ 44

○ エンジン試運転実施場所の⾒直し

供用後 航空機の運航 大気質、騒音、温室効果ガス等

工事中 建設機械の稼働 大気質、騒音、振動

資材等運搬車両の運行 大気質、騒音、振動

造成等の施工 大気質、水質(水の濁り)、廃棄物等

供用後 航空機の運航 低周波音

施設の供用 大気質、水質(水の汚れ)、温室効果ガス等

○ 整備計画⾒直しによる排出源位置・稼動台数等の変更

○ 原単位の更新

工事中 建設機械の稼働 大気質

供用後 航空機の運航・施設の供用 温室効果ガス等

その他の予測の前提条件等の見直し点



検証結果の総括① 45

環境要素 影響要因
予測・評価結果 環境保全措置

の変更点
環境監視調査
の変更点準備書 評価書

大気質

NO2

SPM
建設機械の稼働 環境保全目標値以下 － －

粉じん等
造成等，建設機
械の稼働

環境保全目標値以下 － －

NO2

SPM
資材等運搬車両
の運行

環境保全目標値以下 － －

粉じん等
資材等運搬車両
の運行

環境保全目標値以下 － －

NO2

SPM
航空機の運航，
施設の供用

環境保全目標値以下 － －

騒音

建設機械の稼働 環境保全目標値以下 － －

資材等運搬車両
の運行

環境保全目標値以下（保全措置後） － －

航空機の運航 現況を上回る（⇒保全措置を実施）
防音壁の
配置位置・高さ
の見直し

調査地点の追加
(8地点⇒10地点)

低周波音 航空機の運航 環境保全目標値以下 － －

振動
建設機械の稼働 環境保全目標値以下 － －

資材等運搬車両
の運行

環境保全目標値以下 － －

○ 予測・評価結果が変わる項⽬ ⇒ 無し
○ 環境保全措置の変更点 ⇒ 騒⾳（航空機の運航）
○ 環境監視調査の変更点 ⇒ 調査地点の追加（航空機の運航）



検証結果の総括② 46

環境要素 影響要因
予測結果 環境保全措置

の変更点

環境監視調査

の変更点準備書 評価書

水質

水の濁り 造成等 環境保全目標値以下又は現況の変動の範囲内 － －

水の汚れ 施設の供用 環境保全目標値以下 － －

動物
植物
生態系

陸域 造成等，
航空機の運航，
施設の存在・
供用

影響は極めて小さい または 小さい － －

水域 影響は極めて小さい または 小さい － －

景観 施設の存在 影響は極めて小さい または 小さい － －

人と自然との触れ
合いの活動の場

施設の存在 影響は極めて小さい または 小さい － －

廃棄物等 造成等 影響は回避又は低減される － －

温室効果ガス等
航空機の運航，
施設の供用

影響は回避又は低減される － －


